
 

CO2固定量について 

当社は、IPCCが定める計算方式に基づき、毎年12月末時点に植林されている各樹種の体

積重量からCO2固定量を算出し、昨年末との差異をCO2純吸収量としています。 

 

式(CO2固定量) ： 

CO2固定量＝各樹種の平均樹齢×植林面積×MAI※①×1.15※②× 拡大係数BCEFI※③ ×(1＋R※④) × 炭素率:0.48※⑤ ×

44/12※⑥ 

式(CO2純吸収量) ： 

2024年度CO2純吸収量（CO2ﾄﾝ）＝2024年度CO2固定量－2023年度CO2固定量 

 

※① MAI（Mean Annual Increment）：植林木の年平均生長量m3/ha/年。 

※②  1.15  ：樹皮を考慮した幹材量へ変換係数値。 

※③ 拡大係数BCEFI ：枝葉含む地上部の全体バイオマス量(㎥→BDT)へ拡張する為の係数 

   ユーカリナイテンス等の広葉樹の場合0.58、ダグラスファー等の針葉樹の場合0.71 

※④ 地上部に対する地下部(根)の割合。これにより根を含む木の全体のバイオマス量を算出 

ユーカリナイテンス等の広葉樹の場合0.22、ダグラスファー等の針葉樹の場合0.25 

※⑤ 全体のバイオマス中に含まれる炭素量(BDT) 

※⑥ 全体のバイオマス中に含まれる炭素量をCO2量へ変換(BDT) 

 

 

 


